第Ⅱ部　完新世の温暖期における半自然草原の出現と環境変化（第2巻　野と原の環境史）
　第Ⅱ部　第6章　　くじゅう・阿蘇の旧石器から縄文世界の出現
　　はじめに－先史時代の環境適応と生業－　
この章はくじゅう・阿蘇の地で先史時代（後期旧石器時代・縄文時代）の人々の生活がいつ頃から始まり、どのように展開していったのか、の一端を考古学分野の遺跡・遺物から試みようとするものであり、生きていく上での食糧の獲得、すなわち生業に関する記述が中心になる。先史時代の生活を決定づける自然環境は、更新世末の後期旧石器時代と温暖化した完新世の縄文時代とでは大きく異なっているが、採集・狩猟を生業の基本とする先史時代人の環境適応の姿を考古学の視点から垣間見ることにしたい。
2万年前頃の自然環境と旧石器時代
後期旧石器時代の人々が暮らしていた最終氷期（更新世後期）、特に2万年前頃は寒冷な気候（最終氷期最寒冷期・最盛期）に見舞われ、年平均気温は今日より６度ほど低かったと推定されている。この最終氷期最寒冷期の古植生について、九州を含む西日本の大半の地域ではブナを伴う冷温帯針広混淆林に被われ、瀬戸内海地域はブナをほとんど伴わない冷温帯針広混淆林が長く延び、その南西の端は北九州から東九州の一部にまで達している。阿蘇山周辺から九重山山麓は冷温帯針広混淆林と土地が乾燥した草地の発達が想定されており、九州山地の一部ではグイマツを伴わない亜寒帯針葉樹林が見られたようである（那須1985）。
カルデラ北端に所在する内牧地区の花粉分析の結果（岩内・長谷1992）では、後期旧石器時代のほぼ中頃、最終氷期最寒冷期のピークに近い約18.000年前から縄文時代草創期の約10.500年前までは、針葉樹にカバノキ属などの落葉広葉樹を交えた、現在の温帯上部から亜寒帯に属する植生が考えられている。
さらに、阿蘇市波野の阿蘇溶岩台地での珪酸体分析（2006宮縁・杉山）では、くじゅう・阿蘇で最初の人々が生活を始めたころにあたる約32.000年前から30.000年前頃までの間は、ササ属が優先する草原が存在し、森林はほとんどない寒冷で乾燥した環境が想定されている。その後、後期旧石器時代のほぼ全期間である約30.000年前から13.500年前は、最終氷期末期の寒冷化と阿蘇の火山活動の活発化で植生が繁茂できなかった環境下が推定されている。これと同様な結果が阿蘇外輪山西南麓の分析からも得られている（宮縁・杉山2006）。

このような寒冷な環境下で、旧石器時代の人々は食用植物を探し、獲物を求めて遊動していたのだが、狩猟活動の対象になったと推定される動物相を語る具体的な資料は、くじゅう・阿蘇では皆無の状況である。ただ、大分県豊後大野市の代ノ原の発掘調査でナウマン像の牙や骨・臼歯などが出土しているが、年代的には古くて、放射性炭素法（Ｃ14）で3万7千年前ころと推定されている（稲田1988）。
　　旧石器時代の遺跡と暮らし
旧石器時代の人々の活動の証である遺跡は、くじゅう・阿蘇で160箇所ほどが知られており、年代的にいずれも3万数千年前を遡らないので後期旧石器時代と言う事になる。遺跡は、阿蘇外輪山北側の山頂周辺、菊池川・筑後川の最上流域である外輪山北麓から小国町にかけての緩やか丘陵とその周辺、さらに外輪山西南麓の一帯などに認められる。また、外輪山北東域の九重山南麓、阿蘇カルデラ東縁の火砕流台地にも分布し、特に大野川中流域に集中している（図1）。人々の生活で水は不可欠であり、狩猟対象となった各種の動物の生息にとっても同様だ。そこで遺跡は恒常的にあるいは季節的に水や食料を求めて動物が集まる、あるいは移動ルートになっていた近くが主要な生活領域とみなすことができよう。

ところが、なぜか外輪山の内側では、北外輪山南側の標高520ｍの緩斜面と阿蘇谷北西域の標高488ｍの緩傾斜面の二箇所で確認されているのみである。このなぜかは長谷など（長谷2003）による調査結果が答えてくれているので先に進もう。

旧石器時代遺跡の大半は、発見されている石器数が限られ、しかも遺物分布範囲も狭く、概して小規模である。これらは滞在日数が短く、特化され行動の結果、たとえば、狩猟活動などを目的にした短期間のキャンプの痕跡を反映している可能性が高い。これとは反対に、獲物の解体・調理や石器製作などの行動を示唆する多くの石器類がされている遺跡は、ある期間の継続的な滞在よるものと判断出来よう。実際、そのようなベースキャンプ的な性格の遺跡が外輪山西南麓や大野川中流域で認められるのである。
くじゅう・阿蘇が狩猟活動や植物質食料の採集に適した環境であったと推測されるが、その一方で標高の高いことや旧石器時代が現在とは比較にならないほど寒冷な厳しい自然環境であったことからすれば、短期間の滞在を余儀なくされるケースが多く、そのことが山麓や大野川中流域における遺跡の規模や出土石器数の違いとして表れているようである。

では、このくじゅう・阿蘇はいつ頃から人々の活動の場になったのだろうか。

北外輪山の北側、湧蓋山の南麓に位置する耳切遺跡では、くじゅう・阿蘇地域で最古の石器が発見されている。それが果たしていつ頃なのかを、三つのヒントから推理してみよう。
耳切遺跡出土の刃部が磨かれた石斧は樹木の伐採や加工用と判断でき、略台形をした３～４cmの小さな石の刃先（台形様石器）は、木あるいは角や骨で作られた短い柄（シャフト）の先端に装着して、小刀のように使われたと推測される（図2）。これらの石器は約25.000年前と言う時期が分かっている火山灰層よりもさらに深い地層で発見されているから、それよりよりさらに古い時期になる。これが層位学的方法の第1のヒント。
次のヒントが、石器の形態的・技術的特徴による型式学的方法で、石器の形や大きさ、素材の選択やその準備、さらに細部の作り方などの特徴から、地域性や時間性を絞り込むことが可能である。
さらに第3のヒントは放射性炭素（C14）を利用した理化学的な年代測定法である。すべての生物体に含まれているC14の量は、死滅した時点から時間の経過と共に一定条件の下で規則的に減少し、その量が半分に減少するのに約5.600年間を要する（半減期）。この原理を応用して、遺跡から石器と一緒に発見された炭化物（スミなど）のC14の減少量を測定することで、樹木がスミの状態になった年代が分かる。
耳切遺跡では炭化物による測定が出来なかったので、同じような地層で、しかも型式学的に同様な特徴を持つ石器が出土している熊本市石の本遺跡でのC14の年代測定値が参考になる。すなわち、この遺跡の4件の測定結果から、耳切遺跡の年代は3万２千年前頃が推測され、今日までのところではくじゅう・阿蘇の地に足を踏み入れた最初の人びとに違いない。
世界1級の規模を誇る阿蘇のカルデラが一望できる北外輪山頂上部の大観峰や象ケ鼻は、毎年多くの観光客が訪れる観光スポットであるが、２万４～５千年前の旧石器時代の人々も、ここから外輪山の山並みや中央火口丘などを眺めていたのである。実はこれらの場所で旧石器時代の主要な狩猟具である剥片の周辺に加工を施して槍先形に仕上げた石器（図2）が発見されており、大観峰遺跡・象ケ鼻遺跡として周知されている。

大観峰遺跡で発見された石器数は必ずしも多くないが、狩猟や獲物の解体などに使用されたと判断される石器が多く、逆に素材剥片や小形剥片・砕片など石器の製作過程に関連するものが少ない。これは狩猟という特定の目的で、しかも短期間の滞在を予想させるのだ。石器の材料には、当地から北へ約20㎞の熊本県小国町杖立川の河床で採取可能な黒曜石と、直線距離で約40㎞の大野川中流域などの流紋岩が使用されているので、彼らの遊動領域を知る具体的な手がかりになる。
もう一方の象ケ鼻遺跡では狩猟具などを含む約600点の石器が発見されている。阿蘇外輪山の火砕流に含まれる余り質の良くない黒曜石を用いて石器製作や道具の補強を行いながら、狩猟活動に携わっていたキャンプ地と考えられる。後期旧石器時代終末、シカを主体に、イノシシ、ノウサギ、タヌキなどの獲物（鈴木1993）を求め、数家族で遊動していた旧石器時代人の生活の痕跡が外輪山およびその山麓に点々と認められるのである。
旧石器から縄文世界へ－土器の発明と植物質食糧への依存－
旧石器時代終末期、それまでの槍先形の狩猟具に代わって、細長い骨や木の軸（シャフト）の側辺に小さな石の刃（細石刃）を並べて装着する組合せの槍が登場する。熊本県小国町と大分県日田市の県境近くの亀石山遺跡や、阿蘇外輪山西麓の河原第3遺跡で細石刃が多量に出土している。細石刃の多くは佐賀県伊万里市の良質な腰岳産黒曜石が用いられており、西北九州地域との何らかの関係を示唆している。
細石刃を狩猟具に用いていた1万４千年前頃から、寒暖を繰り返しながらも徐々に温暖化が進行していき、その過程で一般的に縄文時代の開始のメルクマールとされる土器が出現する。土器による食物の煮沸（煮炊き）は食糧の種類を増やし、さらにより効果的なエネルギー摂取を可能にしており、特にアク抜きの必要なドングリ類の利用を加熱処理で見事にクリアーしたのである。縄文時代の植物質食糧への依存度の高まりや積極的な働きかけは、縄文土器の発明・発達に大きく負っていることは確かだ。
土器の発明と言う重大な出来事は、くじゅう・阿蘇においても認められる。中央火口丘西側の丘陵地に所在する河陽F遺跡と南外輪山から高千穂へと延びる山麓に位置する高畑乙ノ原遺跡で、放射性炭素測定法による年代で約12.500年前の爪形文土器が出土しているのである（図2）。この二つの遺跡では旧石器時代終末の細石刃と縄文文化を象徴する土器、それに石鏃が一緒に発見され、まさに両時代の過渡期の様相を示しており、くじゅう・阿蘇で旧石器時代から縄文時代への移行がスムーズに行われていたことを窺わせる。細石刃と土器との共伴の事実は、今でこそ過渡的な現象として普通に受け止められているが、1960年代初頭、長崎県福井洞穴の調査で明らかにされるまでは全く予想されなかった。
縄文時代のくじゅう・阿蘇の自然

内牧地域における花粉分析の結果は、縄文時代草創期から早期初め頃の約10.500年前から約9.500年前は針葉樹がわずかに残り、落葉広葉樹が優勢になっており、徐々に暖かくなり始めたことを示している。その後の早期から後期にかけては落葉広葉樹がきわめて顕著な状況を呈しながらも、さらに暖かくなるようで、次第にシイ属、そしてコナラ属アカガシ亜属などの常緑広葉樹が優勢になる。

阿蘇東方域の波野の植物珪酸体分析では、草創期の始まりに限りなく近い年代と考えられる13.500年前を境にして急速に植生量の多い環境へと変化し、早期の後半にあたる8.000年前以降はススキ属を主体にした草原植生が継続して存在している。また、阿蘇の東側外輪山の一角での花粉分析の結果でも、約13.000年前の植生は森林ではなく、草原の可能性が考えられている（長谷2008）。カルデラの内側では完新世の温暖化に伴う森林植生の変遷が見られるのに、阿蘇東方域の火砕流台地や阿蘇外輪山では、縄文時代早期後半以降は草原植生が優勢な状況である。
阿蘇の自然環境の変遷で最も劇的な出来事はカルデラ湖の消滅であり、これについて、内牧地域の珪藻群集に基づいた分析で、約8.200年前に消滅したと推定されている（長谷2003）。丁度その頃は縄文早期後半で、押型文土器の遺跡数の増加が認めら、実際、阿蘇北外輪山の阿蘇谷への緩斜面やＪＲ阿蘇駅に隣接する中央火口丘北裾でも押型文土器が出土している。
縄文時代の環境適応と生業
くじゅう・阿蘇地域の縄文時代草創期から晩期までの約1万年間の遺跡は、約530を数えることができ（図3）、その多くは旧石器時代と同様に表面採集調査で確認されたものである。旧石器時代には数遺跡しか認められなかったカルデラ内の阿蘇谷や南郷谷などでも縄文土器の破片や石鏃などの遺物が発見されている。外輪山の西側及び南側、それに東側の山麓・丘陵・台地などに多くの遺跡が分布しており、存続期間は旧石器時代の丁度半分であるが、遺跡数は3倍以上に増加しており、より多くの人々が生活するようになったことは確実だ。
縄文時代の温暖化と安定した自然環境が多彩な食糧資源の獲得を可能にし、さらに土器の発明・使用は植物質食糧への依存度を高め、定住化を促進している。その一連の流れは新たな環境への積極的な適応そのものであり、それぞれの地域における自然資源の有効利用が遺跡数の増加や分布域の拡大をもたらした。
採集・狩猟の生業形態を基本にする縄文時代人の資源の有効活用は、当然のように自然環境に大きく左右される。その食糧資源を端的に示唆するのは、貝塚や泥炭層などで遺存する可能性が高い貝殻、イノシシ・シカなどの獣骨、クリ・ドングリなどの食生活に関する自然遺物である。くじゅう・阿蘇の縄文時代遺跡では残念ながら自然遺物に恵まれてないので、熊本平野南部、島原湾に近接する黒橋貝塚・曽畑貝塚、九州から離れるが琵琶湖の粟津湖底遺跡、それに縄文時代のタイムカプセルとして知られる福井県鳥浜貝塚などから縄文時代の食卓の一端をのぞいてみよう。
縄文時代中期を主体とする黒橋貝塚は島原湾に隣接することから、当然のように海の幸の恩恵を受けているが、同時に多量の動物遺体が出土している。イノシシが最も多く56％、次がシカ39％で、両者で全体の95％を占めている。他にクジラ・タヌキ・イヌ・アナグマ・テン・ノウサギなどが見られる。植物遺体も検出されており、ドングリ類の85％は暖温帯常緑広葉樹、いわゆる照葉樹林帯のイチイガシが占め、他にコナラ属13％、アラカシ1％である。
黒橋貝塚の南約５㎞の曽畑貝塚低湿地遺跡では前期を主体にした「ドングリピット」と呼ばれる貯蔵穴が検出されており、56基の貯蔵穴から先と同様にイチイガシが出土している。獣骨の出土資料は少ないが、イノシシ約7割、シカ約2割である。
　滋賀県大津市の粟津湖底遺跡でも縄文時代の生業と環境との関わりをついての貴重な成果が得られている。身近な琵琶湖の貝類・魚類などの動物性食糧もさることながら、それ以上にコナラ属イチイガシやトチノキなどの堅果類により多く依存しているのである。縄文時代中期の食糧残滓のカロリー換算による比率では、堅果類52.4％・魚類20.0％・貝類16.7％・獣類10.9％となっている。また、陸獣では不明なもの約3分１を除くと、後の3分2近くはシカとイノシシで占められているのである。
鳥浜貝塚は若狭湾に近く、しかも水月湖・三方湖に隣接する貝塚であることから、やはり動物性食糧の半分近くは魚と貝である。動物ではシカとイノシシが3分２強、残りはタヌキ・ノウサギ・アナグマ・サル・ムササビ・カワウソ・テンなどである。そのような状況でありながら、食糧全体ではクリ・ドングリ類・クルミなどの堅果類が４割強と高い比率を占めているのだ。
貝塚を形成する海や湖に隣接する立地にも係わらず、食糧資源は堅果類を主体にした植物質食糧に大きく依存しているとこと、それに陸獣ではシカ・イノシシが圧倒的に多いことの２点は、西日本地域の縄文時代の普遍的な生業の様相と言えよう。これがくじゅう・阿蘇のような山間部の自然環境ともなれば、堅果類とシカ・イノシシのへの依存度がさらに高まることは容易の想像できる。
山麓・台地の遺跡と定住生活
早期後半は縄文時代における温暖化のピークと目される前期によりに近づいた時期にあたり、温暖化の進行が落葉広葉樹や常緑広葉樹などの森林を増大させ、ドングリ類などの堅果類の採集量の増加をうながしたに違いない。ほぼ限定された土地での頻繁な繰り返しの活動が、森での食糧獲得戦略の有効性と植物質食糧への依存度を高め、遺跡数の増加・分布域の拡大、さらに定住化に連鎖した可能性がある。

縄文時代の定住化の進展の度合いやその在り方は、地域により時期により異なる状況も予想されるが、これまでのところ、くじゅう・阿蘇の比較的標高の高い外輪山周辺では、定住生活を示唆するような大規模な遺跡は知られてなく、主として狩猟･採集などの生業空間と見なされる。これに対して、阿蘇外輪山西側の標高が200～300mの山麓や東側の500m前後の平坦な火砕流台地では、遺構や多量の出土遺物が認められる定住生活での拠点的役割をはたしていたと判断される早期後半の遺跡が存在している。このことは、定住化に伴う拠点的集落が存在するエリアと狩猟・採集活動の生業エリアの区分が明瞭化された結果による可能性が高い。すなわち、より限定された地域の時季による資源の有効的活用では、春から夏にかけては主として山菜採りが行われ、秋にはドングリ類や球根などの採取、さらに晩秋から初春にはより良質な肉や毛皮を求めてのイノシシ・シカなどを主体にした狩猟を行うなど、縄文時代の社会生活で季節的な生業と定住化への移行を示唆している。
阿蘇外輪山西側の標高300ｍ前後の尾根裾に立地している瀬田裏遺跡はその典型的な例と考えられ、早期から晩期までの各時期の遺物が多量に発見されている。特に押型文土器群を主体にした早期末では、竪穴住居、手のひらくらいの大きさ礫が直径1ｍほどの円形ないし楕円形に集められた集石遺構、それと頭大の扁平な石が長方形の一定の広い範囲に敷かれた配石遺構、火を焚くための直径１ｍほどの炉穴、さらに落し穴などの各種の遺構が検出されている。多彩な遺構と多量の土器・石器が出土している当遺跡は、まさにこの周辺地域の拠点的な集落と目される。
一方、阿蘇外輪山東部に連なる標高500ｍ前後の火山灰台地には、晩期前半の遺跡が集中しており、これらを背景に1960年代前半、賀川光夫によって「縄文晩期農耕論」が学界へ投じられたのである。晩期の遺跡で多量に出土する扁平打製石斧を耕作具の石鍬、石包丁形石器・石鎌形石器を収穫具、敲き石・磨り石・石皿（台石）を調理加工具とそれぞれの用途を推測した（写真1）。晩期農耕論を具体的に構築した最も代表的な遺跡が大石遺跡で、この発掘調査では、東京大学・東北大学・九州大学・長崎大学などの考古学・文化人類学・形質人類学などの研究者たちが、大分県の山奥の火山灰台地に集結したのだった。賀川が提唱した晩期農耕論の重要性と学界の関心の高さが窺える。
今日、この台地での主要な植生はクヌギ・コナラ林などの落葉広葉樹であり、台地よりやや標高の低い崖面ではアラカシ林など常緑広葉樹が見られる。縄文時代後期から晩期にかけてはそれ以前より寒冷な気候になっているので（安田・成田1981）、九州の晩期農耕は、まさに落葉広葉樹を主体にした火山灰台地が主要な舞台になって展開している。寒冷化や後期からの人口増（小山1984）をそれまでの森の資源で適応することが困難になり、縄文農耕への引き金になった可能性が考えられよう。

くじゅう・阿蘇は縄文時代からの半自然草原か
九州の「みずがめ」と言われるくじゅう・阿蘇の雨量ならびに温度などの気候条件からすれば、当地の植生は常緑広葉樹を主体に落葉広葉樹が混じる森林が形成されよう（荒金2006）。それが野焼きという人為的な対応で現在半草原が維持されていることはよく知られている通りである。縄文時代も今日とほぼ同じ自然環境が想定されるので、常緑広葉樹・落葉広葉樹の森にはドングリ類・クリなどが実をつけ、その下には根菜類が育ち、人々だけでなく森に生息する動物たちにも貴重な食物を提供した。そしてその動物たちは縄文人な主要な狩の対象であり、食物連鎖が見られるのである。同じ面積の土地で半草原を主体とした植生環境と森林のそれとでは、人口の扶養の度合を食糧資源で比較したとき、いずれがより高いであろうか。ドングリ類などの堅果類を主要な食糧源とし、イノシシ・シカを主たる狩猟対象にした縄文時代の定住型狩猟・採集民にとって、草原・半草原は望ましい自然環境とはどうしても思えない。まして人為的に広大な半草原を作り出し、それを維持していく理由は全く見当がつかないのだ。
日本列島の縄文時代を押しなべて見たとき、東北地方の主たる植生であるコナラ・ミズナラ、ブナなどの落葉広葉樹林帯に支えられた資源の有効利用から「ブナ林文化」として東北日本の卓越性が指摘されている。多少の過大評価の傾向が見られるが（西田1985）、落葉広葉樹・常緑広葉樹の森の豊かさは、先史時代の自然経済にあって決して見逃すことができない採集・狩猟の貴重な空間であることは間違いない。
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紙面の都合で、考古学の遺跡発掘報告書関連の文献を省略した。ご寛容願いたい。

挿図の説明

第1図　後期旧石器時代の遺跡分布図

第2図

くじゅう・阿蘇の最古の石器［耳切遺跡］

（左上）台形様石器、（下）局部磨製石器：刃部のみ磨かれている

後期旧石器時代の狩猟具

　（右上）縁辺加工の槍先形石器（石槍）［象ケ鼻遺跡］

（右下）細石刃（組合せ石槍）［亀石山遺跡］

（左中）縄文時代草創期の爪形文土器［河陽F遺跡］

（右）　早期の押型文土器[瀬田裏遺跡]

（左下）石鏃（やじり）：弓矢の矢の先端に装着

（中）　敲き石・磨り石（調理加工具）：ドングリなどの木の実を潰す上石で、敲いた傷（敲打痕）や

磨った傷（磨痕）がある

（右）　台石（調理加工具）：台として用いられる下石で、敲き石・磨り石とセットになる

第3図　縄文時代の遺跡分布図

写真１　縄文晩期農耕を支えたと考えられる石器　[大石遺跡]
（上）扁平打製石斧（石鍬：耕作具）　左端5.9×16.4㎝
（下）石包丁形石器（穂摘み具：収穫具）　左端3.7×7.9㎝
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